


焼津駅前通り商店街の現状と課題 / さんかくがはじまるきっかけ

出典：焼津市中⼼市街地活性化基本計画

［焼津駅前通り商店街の課題］
• 賑わいを⾒せていた商店街は、この10-15年で店舗数が減少傾向にあり、それに伴い交通量も徐々に少なくなっている。
• 店舗数と交通量の減少によって、全国の地⽅の商店街の状況と同じく、シャッター通り化が進展している。
• 駅前通り商店街は焼津市が指定する中⼼市街地エリアではあるが、⾼齢化率も⾼く、通りから外れたところでも空き家・空き地が⽬⽴つ。

画像：焼津駅前通り商店街の様⼦
出典：焼津市中⼼市街地活性化基本計画

［みんなの図書館さんかくのきっかけ］
• 同商店街内で、中⾼⽣世代の居場所施設の運営を代表⼟肥が
活動する別法⼈（NPO法⼈わかもののまち）で業務委託を受
けていた。

• 中⾼⽣の居場所活動を通じて、商店街の関係者とも関係性が
できてくる中で、もっと多世代に開く場づくりに取り組みた
いと考えるようになった。

• そのひとつの取り組みとして、商店街内のプレイヤーと協働
し、商店街を歩⾏者天国にすることで⼦どもたちの遊び場を
つくる「みんなのアソビバ」もこれまでに開催。

• そうした中、ドイツ/スウェーデンへ視察へ⾏くタイミング
があり、市⺠が参画するパブリックスペースに感銘を受け、
「私設公共」を掲げた私設図書館づくりを決意する。

• 既に商店街との関係ができていたため、不動産オーナーと直
接交渉することで、空き物件の賃借は⽐較的スムーズに進ん
だ。

▲中⾼⽣施設の様⼦

▲中⾼⽣施設の様⼦

▲みんなのアソビバ

▲みんなのアソビバ

▲さんかく改修前

▲さんかく改修中



みんなの図書館さんかくのコンセプトと特徴

［スポンジ化する都市の「私設公共空間」の社会実験］
• 饗庭伸『都市をたたむ』によれば、これからの都市はコンパクトシ

ティのように、中⼼市街地に都市機能が集約するのではなく、スポン
ジのように⽳あき状態（都市のスポンジ化）になっていくことが指摘
されている。

• 焼津市も同様に空き家・空き物件が増えることで、都市のスポンジ化
現象が起こっている。⼈⼝減による財政縮⼩を踏まえれば、⾏政頼み
の都市政策には限界があり、⺠間・市⺠主体のまちづくりが求められ
ている。

• リノベーションまちづくりの動きも活発化しているが、その中でもさ
んかくの実践の⼤きな特徴は、パブリックスペースづくりに取り組ん
でいることにある。つまり、ただ物件をリノベーションしてお店とし
て開くことではなく、市⺠の参画によってコモンズ（共のレイヤー）
をつくりだすことを⽬的としている。

⾏政
公共サービス

⺠間/市⺠⽣活

新しいレイヤー
（みんなの図書館）

公共サービスのほころび
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公のレイヤー

共のレイヤー

私のレイヤー

［みんなの図書館さんかくとは］
• みんなの図書館さんかくは、商店街内の空き物件を活⽤し、2020年3⽉
に開館した。

• 「さんかく」の名の通り、みんなの参画によって運営される図書館を⽬
指し、「⼀箱本棚オーナー制度」を導⼊した国内初の私設図書館で、完
全⺠営・⿊字経営を実現している。

• チャレンジショップを併設し、無料でスペース貸しをする代わりに本の
貸し出し業務を負担してもらうことで、⼈件費がかからない運営を⾏っ
ている。また、お店番は⼀箱本棚オーナーの権利であり、本棚オーナー
が⾃主的にお店番をすることもある。

しましま
コーヒースタンド

お店番

場所の提供

お店番

場所の提供

アジアのお茶BAR

⼟ 10:00-17:00

⽕・⽔・⽊
13:00-19:00 本の貸し出し

本の寄付

焼津⾕島屋
（地元本屋）

￥

⼀般利⽤者無料

委託
販売 売上

⼀箱本棚オーナー

￥ ⼀箱本棚⽉額
2,000円/⽉

￥

講座受講者

受講料

講座

みんなの図書館
さんかく

古本の販売

￥
購⼊

本の地域循環

無料

無料

チャレンジショップ

学びの⾃給⾃⾜

⽀出 収⼊

⼀箱本棚オーナー

その他収益
古本販売等

家賃

商店街会費

ネット

⽔道光熱費(3.8％) 94.0％

6.0％

35.0％

6.9％
4.5％

利益

44.4%

初期投資の回収
新規事業への貯蓄

4年間で初期投資分を回収⾒込

その他の経費(5.4％)
保険代、消耗品費等

けん⽟の先⽣の本棚 星の本を置いた本棚

⼀箱本棚オーナー制度
⼀箱本棚オーナーは、「みんなの図書館さんかく」に⾃分がプロデュースするマイ本棚を
持つことができるオーナー制度である。オーナーは⽉額2,000円を⽀払うことで、⼀箱本
棚オーナーになることができる。⾃分の趣味や活動に関する本を並べるオーナーが多い。
利⽤者はその本を借りて、感想カードでメッセージを伝え、双⽅向のコミュニケーション
が⽣まれている。さんかくには現在、55⼈の本棚オーナーが契約している。 動物愛護活動をされて

いる⽅の本棚

さんかくの外観、左側がチャレンジショップ

内装は静岡県産の⽊材を利⽤



みんなの図書館さんかく

３丁⽬ガーデン（カフェ）

Homebase YAIZU
（コワーキングスペース）

テレワーク施設Anchor

PLAY BALL! Café（カフェ） 駄菓⼦と雑貨 KURISANCHI

ターントクルこども館
焼津おもちゃ美術館・図書館

⾏政事業

⾏政事業

⺠間事業 ⺠間事業

⺠間事業

⺠間事業

⺠間事業

本丸（居酒屋）
EIGHT COFFEE（カフェ）

Beer stand yozzie
（ビールスタンド）

⺠間事業

⺠間事業

焼津⿊潮たい焼き

やまもと（イタリアン）
⺠間事業

⺠間事業
ダルピーノ（イタリアン）

⺠間事業

まちづくりの成果、エリアへの波及

みんなの図書館さんかく
（静岡県焼津市）

おんせん図書館みかん
（⽯川県加賀市）

だいかい⽂庫
（兵庫県豊岡市）

My Book Station
（⻑野県茅野市）

2020年9⽉開館

2020年11⽉開館

2020年3⽉開館 / トリナス直営

2021年4⽉開館 / トリナス直営

2020年12⽉開館

みんなの図書館さんかく沼津
（静岡県沼津市）

Local Book Store
（神奈川県横浜市）

2021年5⽉開館

あひる図書館（仮）
（静岡県三島市）

2021年 開館予定

Cotoriの巣箱
（静岡県伊⾖市）

2021年3⽉ 開館

いとなみ
（福島県⻄会津町）

2021年7⽉開館

アトリエ森野
（栃⽊県宇都宮市）

2021年7⽉開館

⾥⼭ライブラリー（仮）
（群⾺県⾼⼭村）

2022年4⽉開館予定

はこぶっく
（静岡県藤枝市）

2020年11⽉開館
サンカク公園
（静岡県島⽥市）

2020年開館

Cの辺り
（神奈川県茅ヶ崎市）

2021年開館予定

［みんなの図書館さんかくの成果］
• 開館から1年で約2,800⼈の賑わいを⽣み
出す拠点に成⻑した。

• 50⼈以上の本棚オーナー、曜⽇替わりの
チャレンジショップ出店者が定期的にさ
んかくに通うことで、まちづくりのプレ
イヤーが増えた。

累計利⽤者数 2,793⼈（2020/2/16-2021/2/27）
開館⽇数 217⽇ 平均利⽤者数 12.9⼈

開館⽇数
（⽇） 12 25 4 16 24 19 20 16 21 18 22 20 20

平均
利⽤者数
（⼈）

13.8 15.4 16.8 11.4 10.5 9.6 13.1 10.7 10.4 12.0 11.0 10.8 11.7

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇

イラスト/似顔絵 コーヒースタンド 電⼦楽器 ⽇本茶スタンド 本棚オーナーに
よるお店番

［みんなの図書館さんかくのチャレンジショップ］

［全国に広がる⼀箱本棚図書館］
• 2020年3⽉に「みんなの図書館さんかく」を開館してから、約1年半の
間に「⼀箱本棚オーナー制度」を導⼊した姉妹館が全国18館（開館準
備中のものも含む）に広がった。

• 焼津の事例を受けて、沼津信⽤⾦庫の⽀店跡地に私設図書館を開設し
たい旨の相談を受け、2021年4⽉には、トリナスが運営する２館⽬の
「みんなの図書館さんかく沼津」が開館した。

• これまでに30件以上の視察を受け⼊れるほか、10回以上のメディア取
材も受けており、今後より市内外に波及していくことが期待される。

• チャレンジショップ出店者が、商店街内の物件を借りる動きが出てき
ており、開館から１年半でネクストステップに踏み出している。

• 本棚オーナーが⾃主的に教室や読書会を企画することで、⼈が⼈を呼
び、商店街全体の関係⼈⼝が増加した。

• ⺠間事業/⾏政事業を含め、この５年で10店舗以上が新規開店している。

焼津駅前エリアで5年以内に開店した店舗

全国に波及した「⼀箱本棚オーナー制度」を導⼊した私設図書館


